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市税
27 億 3,735 万円（14.2%）
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27 億 3,735 万円（14.2%）

繰越金
10 億 1,587 万円

　　　　　　　（5.3%）

繰越金
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　　　　　　　（5.3%）
諸収入

2 億 4,327 万円（1.3%）
諸収入
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県支出金
8 億 5,457 万円（4.4%）
県支出金
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地方交付税
86 億 6,864 万円（45.1%）
地方交付税
86 億 6,864 万円（45.1%）

使用料及び手数料
2 億 8,886 万円（1.5%）
使用料及び手数料

2 億 8,886 万円（1.5%）

国庫支出金
21 億 5,753 万円
　　　　　　（11.2%）

国庫支出金
21 億 5,753 万円
　　　　　　（11.2%）

市債
17 億 9,710 万円
　　　　（9.3%）

市債
17 億 9,710 万円
　　　　（9.3%）

交付金等
7 億 6,905 万円（4.0%）
交付金等
7 億 6,905 万円（4.0%）

その他
5 億 3,626 万円（2.8%）

その他
5 億 3,626 万円（2.8%）

災害復旧費
6,148 万円（0.3%）
災害復旧費
6,148 万円（0.3%）

民生費
50 億 4,029 万円

　　　　　　（27.2%）

民生費
50 億 4,029 万円

　　　　　　（27.2%）

総務費
26 億 1,933 万円

　　　　　　（14.1%）

総務費
26 億 1,933 万円

　　　　　　（14.1%）
教育費
21 億 7,387 万円
　　　　　　（11.7%）

教育費
21 億 7,387 万円
　　　　　　（11.7%）

議会費
1 億 3,875 万円（0.8%）

議会費
1 億 3,875 万円（0.8%）

衛生費
21 億 2,742 万円

（11.5%）

衛生費
21 億 2,742 万円

（11.5%）

農林水産業費
4 億 7,727 万円（2.6%）

農林水産業費
4 億 7,727 万円（2.6%）

商工費
4 億 4,767 万円（2.4%）
商工費
4 億 4,767 万円（2.4%）

土木費
9 億 7,824 万円（5.3%）
土木費
9 億 7,824 万円（5.3%）

消防費
14 億 8,622 万円（8.0%）
消防費
14 億 8,622 万円（8.0%）

公債費
29 億 7,588 万円（16.1%）
公債費
29 億 7,588 万円（16.1%）

歳 出
185 億
2,642万円

歳 入
192 億
3,190万円

（前年対比：約 1.4％減）（前年対比：約 2.9％減） 分担金及び負担金
1 億 6,340 万円（0.9%）
分担金及び負担金

1 億 6,340 万円（0.9%）

依
存
財
源

（74.0%）

自主財源（26.0%）
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毎
年
の
市
税
の
減
少
に
加
え
て
地

方
譲
与
税
、
交
付
金
、
普
通
交
付

税
、
市
債
発
行
も
減
少
し
た
こ
と
よ

り
、前
年
度
決
算
額
に
比
べ
て
約
２
．

９
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

繰
入
金
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
前

年
度
と
比
べ
て
自
主
財
源
の
割
合
が

4
ポ
イ
ン
ト
増
え
、
依
存
財
源
の
割

合
は
74
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

榛
原
中
学
校
・
榛
原
西
小
学
校
耐

震
事
業
、
市
営
住
宅
改
修
事
業
の
実

施
、
財
政
調
整
基
金
等
へ
の
積
立
が

増
加
し
た
も
の
の
、
室
生
小
学
校
改

築
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事
業

費
、公
債
費
な
ど
の
経
費
が
減
少
し
、

前
年
度
の
決
算
額
と
比
べ
て
約
１
．

４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
　
歳
出

【歳入】
▶自主財源…市が自ら収納、
徴収できる財源のこと
▶依存財源…国・県の基準に
より定められた額を交付され
たり、割り当てられたりする
財源のこと
▶地方交付税…所得税等、国
税の一部から地域にかかわら
ず、一定の行政サービスを提
供できるよう国から配分され
るお金　
▶国・県支出金…市が行う特
定の事業に対し国や県が交付
するお金　
▶交付金等…地方消費税交付
金、地方譲与税、ゴルフ場利
用税交付金、自動車取得税交
付金、配当割交付金等
▶市債…事業等を行うために
資金を外部から借りるお金

【歳出】
▶総務費…人事・企画・財政・
課税徴収・住民窓口・選挙・
統計事業等に使ったお金　
▶民生費…高齢者、障がい者、
児童福祉、生活保護など福祉
事業に使ったお金　
▶衛生費…予防接種や健診、
病院、ごみ処理など健康増進
や環境保全等に使ったお金
▶教育費…幼稚園や学校教
育、文化財保存、生涯学習等
の教育全般に使ったお金
▶公債費…市債（市の借金）
を返済するために使ったお金

 【歳入】

 【歳出】 ※（　）内は構成比

昨
年
の
宇わ

が

家

陀
市
の
家
計
は
ど
う
な
っ
た
？

一
般
会
計

に
な
る
宇
陀
市
の
財お

さ
い
ふ政

気
ー
平
成
28
年
度
決
算
報
告
ー

　
歳
入
と
歳
出
を
差
し
引
い
た
結
果
、

7
億
５
４
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

次
年
度
予
算
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

問
財
政
課

（
☎
82
・
１
３
０
５
／
IP
☎
88
・
９
０
７
１
）

昨年
は、 黒字？赤字？

一
般
会
計
　
歳
入

※金額の記載は全て表示単位未満で端数処理しています
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集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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会　計　名 歳　入 歳　出 差引額
住宅新築資金等貸付事業 3,406 万円 3 億 4,553 万円 △ 3 億 1,147 万円
霊苑事業 2,106 万円 1,843 万円 263 万円
国民健康保険事業（事業勘定） 48 億 7,721 万円 45 億 8,938 万円 2 億 8,783 万円
　　〃　　　（診療施設勘定） 1 億 723 万円 1 億 531 万円 192 万円
介護保険事業 39 億 4,059 万円 38 億 1,682 万円 1 億 2,377 万円
簡易水道事業 8 億 6,000 万円 8 億 2,355 万円 3,645 万円
下水道事業 8 億 6,506 万円 8 億 5,963 万円 543 万円
土地取得事業 1 億 124 万円 1 億 124 万円 0 円
後期高齢者医療事業 4 億 4,562 万円 4 億 4,510 万円 52 万円

特別会計合計
（　）は前年度決算額

112 億 5,207 万円
（111億9,883万円）

111 億 499 万円
（114億2,157万円）

1 億 4,708 万円
（△ 2 億 2,274 万円）

収益　5 億 9,378 万円 費用　5 億 5,322 万円

営 業 収 益 3 億 5,036 万円
営 業 費 用 5 億 1,722 万円

給 与 費 1 億 3,310 万円
県水受水費 8,197 万円

給水収益 3 億 4,827 万円 減価償却費 2 億 1,166 万円
その他 209 万円 そ の 他 9,049 万円

営業外収益 2 億 4,342 万円 営業外費用 3,598 万円
特 別 利 益 0 円 特 別 損 失 2 万円

収益 33 億 7,322 万円 費用　34 億 2,092 万円

医 業 収 益 28 億 8,995 万円

医 業 費 用 32 億 9,018 万円
給 与 費 20 億 930 万円
材 料 費 4 億 7,266 万円
経 費 4 億 5,091 万円

入院収益 18 億 2,219 万円 減価償却費 3 億 4,810 万円
外来収益 9 億 1,856 万円 資産減耗費 107 万円
そ の 他 1 億 4,920 万円 研究研修費等 814 万円

医業外収益 4 億 8,327 万円 医業外費用 1 億 3,074 万円
特 別 利 益 0 円 特 別 損 失 0 円

収益　4 億 7,813 万円 費用　4 億 9,011 万円

事 業 収 益 4 億 5,767 万円
事 業 費 用 4 億 6,992 万円

給 与 費  3 億 3,039 万円
介護報酬収益 3 億 9,114 万円 材 料 費 3,698 万円
施設利用料収益 6,604 万円 経 費 等 7,854 万円
そ の 他 49 万円 減価償却費 2,401 万円

事業外収益 2,046 万円 事業外費用 2,019 万円
特 別 利 益 0 円 特 別 損 失 0 円

収益　1 億 8,293 万円 費用　3,870 万円
営業外収益 1 億 8,293 万円 営 業 費 用 3,693 万円

一般会計補助金 1 億 6,110 万円 減価償却費 3,693 万円
指定管理者納付金 2,000 万円 営業外費用 177 万円
雑 収 益 183 万円 支払利息等 123 万円

雑 支 出 54 万円

　平成 28 年度末において給水件数は 5,740 件、年間有収
水量は 1,421,760㎥でした。昨年度に引き続き、榛原地
域の水道未普及地域解消事業として玉立・赤瀬地区への送
配水管工事を行っています。
　収支差引は、4,056 万円の黒字決算となりました。

 水道事業

　平成 22 年 10 月 1 日より指定管理者による経営に移行
し、平成 28 年度中も指定管理による経営となりました。
　収支差引は指定管理者からの納付金と一般会計からの補
助金を受け、１億 4,423 万円の黒字決算となり、一時借
入金の返済に充当しました。

 美榛苑事業

　平成 28 年度の入院患者数は、延べ 47,005 人（1 日平
均 129 人）、外来患者数は、延べ 92,222 人（1 日平均
380 人）でした。
　また、収支差引は、4,770 万円の純損失となりました。

 市立病院事業

　平成 28 年度の入所者数（短期入所者を含む）は延べ
32,205 人（１日平均 88.2 人）、通所者数は延べ 3,647
人（１日平均 15.0 人）となりました。
　また、収支差引は 1,198 万円の純損失となりました。

 介護保健施設事業

　

特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
ま
た

特
定
の
歳
入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
分

し
て
経
理
す
る
た
め
に
条
例
に
よ
り

設
置
し
て
い
る
会
計
で
す
。

　

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
を
除

く
会
計
は
黒
字
で
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
は
、
企
業

会
計
の
水
道
事
業
会
計
と
統
合
し
た

た
め
、
平
成
28
年
度
を
も
っ
て
廃
止

と
な
り
ま
す
。

　

公
営
企
業
は
、
民
間
企
業
の

よ
う
に
利
用
料
金
等
を
財
源
に
、

公
共
の
利
益
を
目
的
に
経
営
す

る
事
業
で
、
市
で
は
次
の
４
つ

を
公
営
企
業
と
し
て
運
営
し
て

い
ま
す
。 企

業
会
計

特
別
会
計

▲美榛苑温泉

▼病院まつり
▼水道局外観

▲さんとぴあ榛原夏祭り

気 になる宇陀市の財政
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宇わ

が

家

陀
市
の
家
計
の
状
況
は
？

ー
宇
陀
市
の
財
政
状
況
ー

や

りくり
できてる？

財
政
力
指
数

▼
自
主
的
な
収
入
だ
け
で
、
ど
れ
だ

け
賄
え
る
か
？

　
市
の
人
口
や
面
積
、
税
収

な
ど
に
応
じ
、
国
が
定
め
た

方
法
で
計
算
し
た
、
そ
の
市

の
基
準
的
な
収
入
と
支
出
の

バ
ラ
ン
ス
を
表
し
た
財
政
の

体
力
を
示
す
指
標
で
す
。

　
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
財
源

に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
1
に
近

づ
く
と
自
主
財
源
で
運
営
で

き
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
こ
数
年
、
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
対

標
準
財
政
規
模
比
率

▼
急
な
事
態
等
に
備
え
る
基
金

　（
貯
金
）
は
あ
る
か
？

　

平
成
28
年
度
は
、
財
政
規
模

が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、
基
金

残
高
が
増
え
た
た
め
、
前
年
度

に
比
べ
て
１
．
５
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率

▼
財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
様
々
な

状
況
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
か
？

　
市
税
、
普
通
交
付
税
な
ど

の
経
常
的
な
収
入
の
う
ち
、

人
件
費
や
公
債
費
、
扶
助
費

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

へ
充
て
た
割
合
。

　
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ

ど
、
投
資
的
事
業
（
道
路
や

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
）
に

充
て
る
お
金
が
不
足
し
、
財

政
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
り
ま

す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
収
入
で
は
、

市
税
、
地
方
譲
与
税
、
交
付
金
や

普
通
交
付
税
等
が
減
少
し
ま
し
た
。　

　

支
出
に
お
い
て
も
、
人
件
費
や

公
債
費
が
減
少
し
た
も
の
の
、
収

入
の
減
に
比
べ
て
支
出
の
減
少
が

少
な
か
っ
た
た
め
昨
年
度
に
比
べ

て
２
．
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し

た
。

種類 指標名 指標の概要 平成 28 年度の宇陀市の決算数値
※宇陀市における早期健全化基準（イエローカード）・財政再生基準（レッドカード）

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率
標準財政規模に対する一般会計、特別会計（住
宅新築資金等貸付事業・霊苑事業・土地取得
事業）の赤字額の比率

▲ 3.16％【黒字】（黒字額は、対前年度比 2.19 ポイント減少）
　※（イエローカード）13.10％、（レッドカード）20.0％

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する全会計（一般会計・特
別会計・企業会計）の赤字額の比率

▲ 22.84％【黒字】（黒字額は、対前年度比 3.41 ポイント改善）
　※（イエローカード）18.10％、（レッドカード）30.0％

実質公債費比率 標準財政規模に対する当該年度の借入金（借
金）の返済額等の比率で 3 か年平均

15.5％で健全化基準をクリア。（対前年度比 1.2 ポイント改善）
※（イエローカード）25.0％、（レッドカード）35.0％

将来負担比率
標準財政規模に対する負担すべき将来の債務

（全会計・一部事務組合の負担義務のある残
債、土地開発公社の債務保証、負担義務のあ
る職員退職金等）の比率

136.9％で健全化基準をクリア。（対前年度比 6.3 ポイント改善）
　※（イエローカード）350.0％　

公
営
企
業

資金不足比率 各会計における事業の規模に
対する資金の不足額の比率

■保養センター事業 ( 美榛苑）会計　94.2％　※（イエローカード）20.0％　
　当事業は経営健全化計画を策定して以降、一部計画の変更を経て、経営改善に取り
組んできました。その結果、前年度より 66.4 ポイント改善し、概ね計画通りとなっ
ています。今後も経営健全化に努めます。
■その他の簡易水道事業、下水道事業、市立病院事業、介護老人保健施設事業、水道事業
会計については、資金不足は生じていません。

　「早期健全化基準（イエローカード）」、「財政再生基準（レッドカード）」の数値を
　超えた場合は、財政上の制約を受けたり、健全化計画を策定し、実行する必要があります。

 財政健全化比率

　
予
期
し
な
い
収
入
減
や
不

時
の
支
出
増
加
に
備
え
る
財

政
調
整
基
金
の
残
高
が
市
の

標
準
的
な
財
政
規
模
（
標
準

的
な
一
般
財
源
の
収
入
額
）

に
対
し
て
ど
の
程
度
の
比
率

を
保
有
し
て
い
る
か
を
示
す

割
合
で
す
。

H28 年度　97.6％
（H27 年度類似団体平均　88.9％）

H28 年度　0.30
（H27 年度類似団体平均　0.39）

宇陀市の市債 ( 借金 ) 残高
　　　　　はどれくらい？

合計 387 億 6,274 万円

主な内訳
▶一般会計………255 億 9,904 万円
▶簡易水道事業…  29 億 7,490 万円
▶下水道事業……  48 億 7,110 万円
▶水道事業………    9 億 7,133 万円
▶市立病院事業…  31 億 4,797 万円
▶介護老人保健施設事業
　　　　　 ………   6 億 5,272 万円

H28 年度　21.0％
（一般に 10％程度が望ましい）

前年度より
約16億円減少！

標準財政規模とは、市が
標準的な状態で通常収入
が見込まれる一般財源の
規模のこと

　

収
支
で
は
、経
常
的
な
収
入
（
例
え
ば
、給
料
）
で
経
常
的
な
支
出
（
例
え
ば
、生
活
費
）

が
ま
か
な
え
て
い
る
か
？
【
＝
経
常
収
支
比
率
・
財
政
力
指
数
】、
会
計
が
赤
字
に
な
っ

て
い
な
い
か
？
【
＝
実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤
字
比
率
】、
借
入
（
例
え
ば
、
毎
年

の
ロ
ー
ン
返
済
や
残
高
）
が
多
す
ぎ
な
い
か
？
【
＝
実
質
公
債
費
比
率・将
来
負
担
比
率
】

な
ど
様
々
な
指
標
か
ら
見
る
こ
と
で
、
家
計
と
同
じ
く
収
支
（
資
金
繰
り
）
と
借
入
の

視
点
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
が
わ
か
り
ま
す
。
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気 になる宇陀市の財政

宇陀市
県平均

（％）
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97.9

93.593.7 93.3
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97.6
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97.1
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95.1
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 経常収支比率の推移
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( 人 )

898

673708
622646
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600

800

1000

636

H28

普通会計
特別会計
企業会計

634

H29

 職員数の推移
※各年度 4月 1日時点の数値
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40.24

46.41
47.61

財政調整基金
減債基金
その他基金

H25 H26H24H18 H27

( 億円 )
48.33

H28

50.21

 基金残高の推移

 市債残高の推移 経常収支比率の推移
（億円）

H25 H26 H28H24H18

 市債残高の推移

H27

511.14
444.29 431.73 416.00

普通会計特別会計企業会計

403.92

0

200

400

600

387.63

 基金残高の推移  職員数の推移

生徒が一日の大半を過ごす活動の場であ
り、非常災害時には避難所としての役割を
果たす学校校舎の耐震化等工事を行いまし
た。＜写真：榛原中学校＞

車で城跡付近まで登れるアクセス道路を
整備しています。※工事が完了するまで
は城跡整備事業の作業用道路です。
＜写真：整備中の登城道入口＞

国
指
定
史
跡
宇
陀
松
山

城
跡
の
登
城
道
整
備
事
業

28年度
の

主な事業
決算額
3 億 2,802 万円

決算額
　7,636 万円

主にこんな事業に
取り組んだよ

榛
原
中
学
校
校
舎
耐
震

補
強
等
事
業

■
地
方
創
生
事
業
と
は

　　
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
産
業
振
興
・
雇
用

創
出
・
観
光
交
流
な
ど
の
拡
大
に
努
め
、
地
域
の
活
性
化
や

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　
　

今
後
も
、
人
口
減
少
を
は
じ
め
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

薬草プロジェクト事業
　決算額　1,746 万円

薬草栽培の拡大を進め、
生産者の所得向上のた
めの販路体制の構築や
6 次産業化を推進し、
薬草の発祥の地から全
国へ薬草の魅力を発信。

便利な田舎
～宇陀のレシピ事業～
　　　　　決算額　947 万円

「出産祝い金支給事業・こんにちは赤ちゃん
訪問事業・ぴかぴか
1 年生応援事業・ﾄﾘ
ﾌﾟﾙﾁﾙﾄﾞﾚﾝ事業」など
により、結婚・出産・
子育てを支援。

小さな拠点の形成による
まちづくりプロジェクト事業
　  　　決算額　5,255 万円

奈良県と締結したま
ちづくりに関する包
括協定に定めた市内
４か所の拠点につい
て、基本構想に基づ
き事業計画等を策定。

アントレプレナー（起業家）
育成循環事業  決算額 196 万円

奈良県、宇陀市、ロート製薬（株）による「大
和高原の魅力ある仕事づ
くりに関する連携協定」
に基づき、市の地域資源
を活用した食と農を中心
とするプロジェクトを立
ち上げ、起業家を公募。

地
方
創
生
事
業

決算額

2 億 1,273万円

※各年度 4 月 1 日時点の数値

※Ｈ 28 年度県平均値は、
県民だより 10 月号より参照
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市
長
日
記

▼
10
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
市
社
会

福
祉
大
会
。
昨
年
は
台
風
の
た
め
残

念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
多
く
の
方
の
参
加
の
も
と
、

社
会
福
祉
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

方
々
の
表
彰
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
方

２
５
３
人
、
百
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方

13
人
、
百
歳
以
上
が
34
人
と
な
る
本

市
で
す
。
元
気
な
ま
ち
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ

構
想
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
高
齢
者
に
は
、
ト
ー
タ
ル
の
福

祉
の
向
上
、
即
ち
、
生
涯
現
役
、
生

涯
健
康
、
生
涯
楽
し
く
働
く
と
い
う

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
が
ん

ば
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
政
党
の
政
策
や
候

補
者
の
想
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
「
東
京
に

視
点
を
置
い
た
政
策
」
と
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
奈
良
県
小
選
挙
区
も
変

わ
り
ま
し
た
。
本
市
を
含
む
3
区
は

県
の
大
部
分
を
占
め
る
選
挙
区
で
あ

り
、
今
後
、
地
域
の
課
題
、
市
民
の

声
が
、
少
し
ず
つ
届
き
に
く
く
な
る

の
で
は
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

　

国
政
に
は
、
社
会
福
祉
を
含
め
財

政
的
な
持
続
で
き
る
仕
組
み
と
と
も

に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
持
続
的
な
支
援
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
社
会
情

勢
を
踏
ま
え
、
地
域
独
自
の
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度

設
計
、
政
策
誘
導
な
ど
を
行
い
、
東

京
一
極
集
中
を
改
善
し
、
地
方
を
元

気
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
に
伴
う
行
財
政
改

革
、
行
政
課
題
を
克
服
し
て
、
宇
陀

市
版
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
進
め
、
地
方
の
活
力

が
日
本
を
支
え
る
、
宇
陀
市
で
社
会

福
祉
を
支
え
る
し
ご
と
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
現
在
進
行
中
の
休
暇
村
協
会
に
よ

る
宿
泊
施
設
誘
致
事
業
は
、
新
た
な

地
域
づ
く
り
に
な
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
効
果
を
市
内

各
地
域
に
波
及
で
き
る
こ
と
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
が
実
現

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

宇
陀
市
の
よ
う
に
が
ん
ば
る
地
方

を
ぜ
ひ
応
援
し
て
欲
し
い
、
支
援
を

お
願
い
し
た
い
と
今
後
も
要
望
し
続

け
る
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒

に
元
気
な
宇
陀
市
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

悠久の歴史の中で脈々と続
けられてきた各地の秋祭
り。次代に継承してもらい
たいと願っています

　 

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

あ
な
た
の
夢
を
叶
え
る
第
一
歩

 
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

市
内
で
新
し
く
創
業
を
考
え
て
い

る
方
、
事
業
の
継
続
や
更
な
る
成
長

を
考
え
て
い
る
方
な
ど
、
新
た
な
事

業
展
開
を
目
指
す
方
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
な
創
業
の
お
手
伝
い
を

は
じ
め
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
や
創
業

後
も
商
工
会
の
支
援
や
個
別
相
談
も

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

第
１
回　

11
月
25
日
（
土
）

　

第
２
回　

12
月
2
日
（
土
）

両
日
と
も
午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

【
場
所
】宇
陀
商
工
会
館（
榛
原
萩
原
）

【
テ
ー
マ
】

第
１
回

　

創
業
チ
ャ
ン
ス
の
見
つ
け
方

　
　
　
　
　
　
（
経
営
・
販
路
開
拓
）

第
２
回

　

創
業
に
向
け
た
プ
ラ
ン
作
り

　
　
　
（
経
営
・
人
材
育
成
・
財
務
）

【
講
師
】
石
川　

聖
子
氏

　
　
　
　
　
（
中
小
企
業
診
断
士
）

【
参
加
費
】
無
料

【
定
員
】
15
名
（
先
着
順
）

【
主
催
】
宇
陀
商
工
会

【
共
催
】
宇
陀
市
・
曽
爾
村

【
申
し
込
み
】
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵

送
に
て
問
へ

※
申
し
込
み
書
は
、
宇
陀
商
工
会
、

市
役
所
産
業
企
画
課
窓
口
、
ま
た
は

商
工
会
、
市
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

問
宇
陀
商
工
会

（
☎
82
・
２
２
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
６
５
４
７
）　

〒
６
３
３・
０
２
５
３

　

宇
陀
市
榛
原
萩
原
１
６
０
・
1

問
産
業
企
画
課

（
☎
82
・
５
８
７
４
／
IP
☎
88
・
９
０
７
５

／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
８
２
１
１
）

　市では、現状の総合計画が今年度をもって終了する
ことから、平成 30 年度からの市政運営の指針となる

「第 2 次宇陀市総合計画」の策定に向け取り組んでい
るところです。
　計画策定にあたり、宇陀市の将来像について考える

『キックオフシンポジウム』を開催します。シンポジ
ウムでは、市民のみなさんと市職員がともに話し合い、
考えた内容を計画に反映します。
　「宇陀市をこんなまちにしたい」「宇陀市でこんな取
組があったらいいな」といった宇陀市がこれから進む
べき方向性を定める第２次宇陀市総合計画策定シンポ
ジウムに是非ご参加ください。

【日時】11 月 19 日（日）午後 2 時〜 4 時（予定）
【場所】宇陀市役所会議室　【定員】70 人（先着順）
【対象】市内在住、在勤、在学の方
【申し込み】11 月 14 日（火）までに、電話かＦＡＸ、

メールにて、住所、氏名、年齢、電話番号を問へ
問企画課
　（☎ 82・1362/IP ☎ 88・9074/FAX82・3900）
　メール：kikaku@city.uda.lg.jp

第 2 次宇陀市総合計画策定

 キックオフ
  シンポジウムを開催

▲グループワークのイメージ
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宇
陀
市
へ
来
て
1
年
半
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
は
3

年
な
の
で
、
ち
ょ
う
ど
半
分
が
経

過
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
東
京

で
ｗ
ｅ
ｂ
関
係
の
仕
事
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
当
時
、
体
調
を
崩

し
た
時
期
が
あ
っ
て
、
何
度
通
院

し
て
も
改
善
し
な
か
っ
た
時
、
漢

方
に
出
会
っ
て
、
そ
の
効
能
と
効

果
を
体
感
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
頃
、
環
境
問
題
な
ど
都
会
で

将
来
住
み
続
け
る
こ
と
に
不
安
を

覚
え
て
い
た
私
は
、
漢
方
を
通
じ

て
薬
草
栽
培
の
こ
と
に
興
味
を
持

ち
初
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
偶

然
ネ
ッ
ト
で
宇
陀
市
で
の
協
力
隊

の
募
集
を
見
か
け
応
募
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

以
前
は
、
宇
陀
市
の
名
前
す
ら

知
ら
な
い
私
で
し
た
が
、
豊

か
な
自
然
環
境
に
加
え
「
日
本
最

初
の
薬
猟
の
地
」「
薬
の
発
祥
の
地
」

「
飛
鳥
時
代
か
ら
続
く
薬
草
の
ま

ち
」
と
し
て
の
宇
陀
市
の
価
値
を

知
っ
て
か
ら
、
一
気
に
興
味
と
愛

着
が
わ
い
て
き
ま
し
た
ね
。
当
時
、

本
当
に
採
用
さ
れ
る
と
は
想
像
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
森
野
旧

薬
園
を
は
じ
め
何
度
も
宇
陀
市
に

訪
れ
ま
し
た
。

今
は
、
仕
事
で
大
和
当
帰
の
畑

を
回
っ
た
り
、
ト
ウ
キ
葉
の

活
用
な
ど
、
様
々
な
形
で
の
薬
草

を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
夫
婦
二
人

で
農
地
を
借
り
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ

（
紅
は
る
か
）
を
植
え
た
り
し
て
、

日
々
農
業
の
楽
し
さ
と
や
り
が
い

を
満
喫
し
て
ま
す
。

薬
草
栽
培
を
は
じ
め
日
本
の
農

業
に
は
、
生
産
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
も
の
へ
の
加
工
や
観
光
、

教
育
な
ど
、
い
ろ
ん
な
面
で
多
く

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
任
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、

宇
陀
に
住
み
続
け
ま
す
よ
。
こ
れ

か
ら
も
、
自
然
や
歴
史
、
人
に
恵

ま
れ
た
宇
陀
の
地
で
農
業
と
向
き

合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

薬
草
逍
遥
　

 

　（
薬
草
栽
培
の
6
次
産
業
化
を
目
指
し
て
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
中
島
智
弘
さ
ん（
榛
原
萩
原
）

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　
公
共
交
通
の
維
持
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行

 
奥
宇
陀
わ
く
わ
く
バ
ス・貨
客
混
載
社
会
実
験
で
出
発
！

▲貨客混載の取り組みは県内初

　

奥
宇
陀
線
は
、
従
来
の
奈
良
交
通
路
線
バ
ス
か
ら
宇
陀
市
、
曽

爾
村
、
御
杖
村
が
中
心
と
な
り
組
織
す
る
宇
陀
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
に
運
営
を
変
更
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
奥
宇
陀
わ
く
わ
く
バ
ス
」
に
は
、
沿
線
地
域
の
み
な
さ
ん
の
ふ

れ
あ
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
観
光
客
の
方
に
は
、
奥
宇
陀
地
域
の

多
く
の
観
光
資
源
を
訪
れ
て
ワ
ク
ワ
ク
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

▲運用主体となる宇陀地域公共交通活性化協議会は、宇陀市・曽爾村・御杖村で構成

小学生を対象に「バス教室」開催！
　市では以前から、奈良交通（株）協力のもと、
環境にやさしい公共交通であるバス利用の大
切さを考えていただくことを目的に「バス教
室」を行っています。
　9 月 28 日には大宇陀小、10 月 5 日には榛
原西小のそれぞれ 3 年生を対象に教室を開催。
バスの仕組みや乗り方や乗車時のマナーなど
を学んでいただきました。

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
み
な
さ
ん
、ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
移

行
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
貨
客
混
載
の
社
会

実
験
を
実
施
し
ま
す
。
貨
客
混
載

と
は
、
バ
ス
の
空
席
を
利
用
し
、

荷
物
を
輸
送
す
る
と
い
う
試
み

で
、
奥
宇
陀
線
の
確
保
・
維
持
の

た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。　
　

　

奥
宇
陀
線
を
運
行
す
る
た
め
の

施
策
と
し
て
期
待
し
て
お
り
、
ヤ

マ
ト
運
輸
㈱
・
奈
良
交
通
㈱
と
協

力
し
、
今
後
の
本
格
運
用
を
目
指

し
ま
す
。

10月1日

▲茶畑の畝間で大和当帰
　の育苗を試みています

▲榛原西小

▶大宇陀小
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